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石
川
県
生
協
連

石
川
県
生
協
連

石
川
県
生
協
連

通
常
総
会

●
開
催
日
時
　2
0
2
6
年
6
月
22
日（
月
）
　13
時
30
分
〜
15
時
00
分

●
開
催
場
所
　石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
本
館
　第
7
研
修
室

●
代
議
員
出
席
　代
議
員
定
数
35
名
、
出
席
代
議
員
数
35
名

（
実
出
席
19
名
、
代
理
人
出
席
1
名
、
書
面
議
決
15
名
）

通
常
総
会

第
61
回

　第
61
回
通
常
総
会
は
代
議
員
の
実
出
席
を

基
本
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　吉
本
輝
芳
専
務
理
事
よ
り
第
1
号
議
案

「
2
0
2
5
年
度
活
動
報
告
・
決
算
関
係
書

類
承
認
の
件
」、
第
2
号
議
案
「
2
0
2
6

年
活
動
方
針
・
予
算
決
定
の
件
」、
第
3
号

議
案
「
定
款
一
部
変
更
の
件
」、
第
4
号
議

案
「
役
員
補
充
選
任
の
件
」、
第
5
号
議
案

「
役
員
報
酬
決
定
の
件
」
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　議
案
審
議
で
は
4
名
の
代
議
員
か
ら
発
言

が
あ
り
、
相
互
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

〈
発
言
に
つ
い
て
〉

①
コ
ー
プ
い
し
か
わ
山
田
代
議
員

　コ
ー
プ
被
災
地
支
援
セ
ン
タ
ー
が
全
国
生

協
と
と
も
に
す
す
め
る
能
登
半
島
地
震
支
援

活
動
に
つ
い
て
、
被
災
者
の
暮
ら
し
や
心
に

寄
り
添
っ
た
活
動
の
継
続
を
望
む
。
息
の

長
い
支
援
活
動
を
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

②
学
校
生
協

　三
ツ
井
代
議
員

　能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
活
動
に
つ

い
て
、
被
災
地
の
小
中
学
校
へ
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

③
金
沢
医
療
生
協

　近
松
代
議
員

　平
和
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
学
習
会

や
映
画
会
・
歌
声
喫
茶
な
ど
の
企
画
を
継
続

し
て
い
る
。
昨
今
の
世
界
情
勢
に
危
機
感
を

も
っ
て
、
地
域
に
平
和
の
種
ま
き
を
続
け
て

い
き
た
い
。

④
コ
ー
プ
北
陸
事
業
連
合

　大
倉
代
議
員

　地
元
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
深
め
、
北
陸

の
食
文
化
や
産
地
を
守
り
、
商
品
を
通
じ
て

被
災
地
の
産
業
復
興
を
支
え
た
い
。
ま
た
、

商
品
づ
く
り
を
通
じ
た
環
境
負
荷
の
低
減
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　理
事
会
と
し
て
吉
本
専
務
理
事
よ
り
発
言

を
受
け
止
め
、
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

議案提案をする吉本専務理事
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石
川
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
当
日
は
石
川
県
環
境
安
全
部
生
活
安
全

課
　
課
長
中
出
勤
子
氏
、
石
川
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
専
務
理
事
　
德
本
喜
彰
氏
、

日
本
生
協
連
間
西
地
連
事
務
局
　
桑
島
航

氏
の
３
名
の
方
よ
り
総
会
の
盛
会
を
祝
し

ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
し
く
石
川
県
生
活
協
同
組
合

連
合
会
に
加
入
と
な
っ
た
金
沢
市
民
共
済

生
活
協
同
組
合
の
森
川
茂
善
常
務
理
事
よ

り
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

 

●
ピ
ー
ス
デ
イ
2
0
2
6

　
8
月
4
日
、
例
年
卯
辰
山
玉
兎
が
丘
「
平

和
の
子
ら
像
」
前
で
開
催
し
て
い
た
ピ
ー
ス

デ
イ
を
、
昨
年
同
様
、
石
川
県
庁
19
階
展
望

ロ
ビ
ー
交
流
コ
ー
ナ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
よ
る
平
和
の
想
い
が
込
め
ら
れ

た
折
鶴
の
献
納
が
行
わ
れ
た
後
、
は
だ
し
の

ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
の
神
田
事
務
局
長
よ
り

活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
と
な
る
「
平
和
の
パ
ネ
ル

展
」
に
つ
い
て
、
反
核
医
師
の
会
の
大
田
健
志

さ
ん
よ
り
パ
ネ
ル
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
恒
例
の
「
で
え
げ
っ
さ
あ
」
の

平
和
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
優
し
い
歌

声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
ま
し
た
。

 

●
平
和
の
パ
ネ
ル
展

　
ピ
ー
ス
デ
イ
に
引
き
続
き
、
8
月
17
日
ま

で
県
庁
19
階
展
望
ロ
ビ
ー
で
平
和
の
パ
ネ
ル

展
を
開
催
し
、「
原
爆
と
人
間
」
パ
ネ
ル
、

広
島
基
町
高
校
生
の
描
い
た
「
原
爆
の
絵
」

の
他
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
は
だ
し

の
ゲ
ン
は
ま
だ
怒
っ
て
い
る
」
の
上
映
に
関

連
し
て
、「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
に
関
す
る
資

料
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。

５
月
の「
消
費
者
月
間
」の
取
り
組
み

　
消
費
者
庁
が
主
唱
し
て
い
る
5
月
の

「
消
費
者
月
間
」
に
合
わ
せ
て
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
を
図
り
、
救
済
の
一
助

に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、「
悪
質
商
法
追

放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
契
約
・
解
約
ト
ラ

ブ
ル
な
ん
で
も
１
1
0
番
」「
消
費
生
活

安
全
フ
ェ
ア
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
川
県
生
協
連
で
は
、
5
月
8
日
か
ら

5
月
19
日
に
石
川
県
立
図
書
館
文
化
交
流

エ
リ
ア
2
階
で
開
催
さ
れ
た
「
消
費
生
活

安
全
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
、
生
協
の
エ
シ

カ
ル
消
費
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し

ま
し
た
。

議案採決の様子

金沢市民共済
生活協同組合
森川茂善常務理事

《
2
0
2
6
年
度
役
員
体
制
》

代
表
理
事
会
長
理
事
　
大
谷
　
　
学

　
　
　
副
会
長
理
事
　
濱
上
　
康
弘

代
表
理
事
専
務
理
事
　
吉
本
　
輝
芳

　
　  （
新
任
）
理
事
　
前
田
由
香
里

　
　
　
　
　
　
理
事
　
中
多
　
　
晃

　
　
　
　
　
　
理
事
　
坂
口
　
辰
彦

　
　
　
　
　
　
理
事
　
柴
原
ひ
ろ
み

　
　  （
新
任
）
理
事
　
松
岡
　
親
司

　
　
　
　
　
　
理
事
　
堀
口
　
亮
一

　
　
　
　
特
定
監
事
　
本
川
　
克
久

　
　
　
　
　
　
監
事
　
野
口
　
秀
雄

　
　
　
　
　
　
監
事
　
山
根
　
国
弘

反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会主催
ピースデイ2026＆平和のパネル展開催！
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会員生協　総（代）会会員生協　総（代）会会員生協　総（代）会
県内会員生協の総（代）会が5月、6月、7月に開催されました！

　第
27
回
通
常
総
代
会
は
書
面
議
決
を
含
む
382
名

の
総
代
が
参
加
し
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
、

2
0
2
6
年
度
の
事
業
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
の
総
代
会
に
は
コ
ー
プ
い
し
か
わ
創
立
以
来
初

め
て
山
野
之
義
石
川
県
知
事
が
ご
来
賓
と
し
て
お
越

し
い
た
だ
き
、「
募
金
の
お
礼
や
今
後
も
と
も
に
能
登

を
応
援
し
て
い
く
旨
」
の
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
総
代
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
〝
買
っ
て

応
援
〞
を
続
け
て
い
き
た
い
」「
総
代
会
に
出
席
し
、

私
も
運
営
に
参
加
し
て
い
る
と
実
感
し
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
組
合
員
と
役
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て

こ
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
総
代

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
1

つ
1
つ
の
声
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、

2
0
2
6
年
度
の
方

針
実
現
に
向
け
て
事

業
と
活
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　今
後
も
組
合
員
の

声
を
出
発
点
に
、
一

人
ひ
と
り
の
意
見
が

大
切
に
さ
れ
る
総
代

会
と
な
る
よ
う
に
改
善
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

（
コ
ー
プ
い
し
か
わ

　執
行
役
員

　佐
々
木

　智
一
）

特 集

石
川
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
い
し
か
わ

第
27
回
通
常
総
代
会

２
０
２
６
年
６
月
17
日（
水
）

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　総
代
定
数
127
名
中
、
出
席
101
名
（
実
出
席
40
名
、

書
面
議
決
61
名
）

　冒
頭
に
船
塚
理
事
長

よ
り
、
多
数
の
出
席
へ
の

お
礼
と
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
支
援
活
動
の
報

告
、
今
後
の
復
興
支
援
へ

の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
生
協
が

福
利
厚
生
団
体
と
し
て

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま
し
た
。

　提
出
さ
れ
た
第
1
号
議
案
か
ら
第
5
議
案
は
す
べ

て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
学
校
生
協

　専
務
理
事

　中
多

　晃
）

石
川
県
学
校
生
協

第
78
回
通
常
総
代
会

２
０
２
６
年
６
月
20
日（
土
）

金
沢
市
も
の
づ
く
り
会
館

議場の様子（石川県学校生協）

　2
0
2
6
年
6
月
26
日（
金
）ホ
テ
ル
金
沢
に
お
い

て
第
30
回
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　代
議
員
定
数
35
名
に
対
し
35
名
（
実
出
席
35
名
）

の
出
席
で
行
い
ま
し
た
。

　開
会
に
あ
た
り
、
檜
原
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
ご

来
賓
に
農
林
水
産
省

　北
陸
農
政
局

　局
長

　植
野

栄
治
様
、
日
本
生

活
協
同
組
合
連
合

会 

代
表
理
事
副

会
長

　嶋
田
裕
之

様
を
お
迎
え
し
、

ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
に

第
1
号
議
案
か
ら

第
4
号
議
案
ま
で

を
提
案
し
全
議
案

可
決
決
定
し
ま
し

た
。　総

会
終
了
後
の
第
1
回
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表

理
事
2
名
の
選
定
と
役
付
理
事
を
互
選
し
ま
し
た
。

　代
表
理
事
な
ら
び
に
役
員
体
制
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
非
常
勤
）
　代
表
理
事
理
事
長

　檜
原

　弘
樹

（
非
常
勤
）
　
　
　
　
　副
理
事
長

　寺
岡
富
美
夫

（
非
常
勤
）
　
　
　
　
　副
理
事
長

　大
谷

　
　学

（
常

　勤
）
　代
表
理
事
専
務
理
事

　堀
口

　亮
一

（
常

　勤
）
　
　
　
　
　常
務
理
事

　山
根

　国
弘

（
コ
ー
プ
北
陸
事
業
連
合

　磯
村

　裕
隆
）

コ
ー
プ
北
陸
事
業
連
合

第
30
回
通
常
総
会

２
０
２
６
年
６
月
26
日（
金
）

ホ
テ
ル
金
沢

議場の様子（コープ北陸事業連合）

議場の様子（コープいしかわ）
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　5
月
21
日（
木
）に
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
北
福
利
食
堂
に
て

2
0
2
6
年
度
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
57
名
の
総
代
が
実
出
席
し
、
書
面
出
席
104
名
と

合
わ
せ
て
合
計
161
名
の
総
代
が
出
席
し
ま
し
た
。
開
会
に

際
し
て
、
金
沢
大
学
教
育
担
当
の
森
本
理
事
か
ら
の
来
賓

挨
拶
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、
下
川
理
事
長
の
挨
拶
、

理
事
会
の
議
案
提
案
、
監
事
の
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
議
案
へ
の
意
見
と
し
て
、
食
堂
の
価
格
改
定
や
営
業

時
間
に
つ
い
て
総
代
3
名
の
発
言
が
あ
り
、
理
事
会
か
ら

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
採
決
で
、
4
件
の
議
案

が
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
役
員
選
挙
立
候
補

者
（
理
事
26
名
、
監
事
5
名
）
の
無
投
票
当
選
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　出
席
総
代
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
生

協
の
見
え
な
い
動
き
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
興

味
深
か
っ
た
。」「
生
協

の
運
営
側
の
考
え
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
貴

重
な
場
だ
と
思
う
。」

「
生
協
に
は
多
く
の

方
々
の
協
力
が
あ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
良
か
っ
た
。」

等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
元
に
、
決
議
さ
れ

た
2
0
2
6
年
度
方
針
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
金
沢
大
学
生
協

　専
務
理
事

　坂
口

　辰
彦
）

金
沢
大
学
生
活
協
同
組
合

２
０
２
６
年
度
通
常
総
代
会

２
０
２
６
年
５
月
21
日（
木
）

角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
北
福
利
食
堂

　本
総
会
で
は
、
現
在
推
進
し
て
い
る
第
2
次
中
期
計

画
、
及
び
経
営
再
建
計
画
2
0
2
3
の
執
行
状
況
も
踏
ま

え
た
、
25
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の
提
案
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
今
の
社
会
情
勢
に
基
づ
く
組
合
員
・
大

学
・
事
業
環
境
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
た
26
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
な
ど
全
て
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
全
議
案
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
議
案
提
案
で
は
出
席
代
議
員
数
：
189
会
員
189
名
（
本

人
出
席
9
名
、
書
面
出
席
180
名
、
代
理
出
席
0
名
）。
総

会
で
は
、
発
言
通
告
に
基
づ
き
1
生
協
か
ら
発
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
大
学
生
協
事
業
連
合

　松
本

　明
男
）

大
学
生
活
協
同
組
合
事
業
連
合

第
８
回
通
常
総
会

２
０
２
６
年
５
月
30
日（
土
）

大
学
生
協
杉
並
会
館

　石
川
高
専
生
協
で
は
5
月
19
日（
火
）の
16
時
30
分
よ

り
、
生
協
食
堂
ホ
ー
ル
に
て
第
24
回
総
代
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
115
名
の
総
代
中
、
本
人
出
席
3
名
、
委
任
主
席

0
名
、
書
面
議
決
に
よ
る
出
席
は
85
名
の
出
席
総
代
数
88

名
に
て
成
立
し
て
お
り
ま
す
。

　25
年
度
は
未
だ
学
内
の
震
災
復
旧
工
事
に
よ
り
、
未
だ

店
舗
の
利
用
数
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
7
月
に
仮
設
体
育
館
が
学
内
に
設
置
さ
れ
た
こ

と
な
ど
も
あ
り
、
ど
う
に
か
生
協
の
経
営
も
税
引
前
の
当

期
剰
余
金
で
黒
字
決
算
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
年
は
震
災
3
年
目
の
年
と
な
り
、
学
内
の
復
旧
工
事

は
以
前
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
27
年
の
3
月

に
は
新
総
合
体
育
館
が

完
成
予
定
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
新
体
育
館
の

完
成
を
心
待
ち
に
し
な

が
ら
、
26
年
度
を
昨
年

度
と
同
様
に
黒
字
に
て

終
え
ら
れ
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

（
石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
生
協

　谷
口

　修
）

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
生
活
協
同
組
合

第
24
回
総
代
会

２
０
２
６
年
５
月
19
日（
火
）

石
川
高
専
生
協
食
堂
ホ
ー
ル

議場の様子（高専生協）

議場の様子（金大生協）
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　総
代
・
役
職
員
合
わ
せ
て
111
名
、
総
代
定
数
は
100
名
に

対
し
て
98
名
（
本
人
出
席
40
名
、
書
面
議
決
58
名
）
の
出

席
で
行
い
ま
し
た
。
第
1
号
議
案
（
2
0
2
5
年
度
の
事
業

活
動
・
決
算
報
告
）、
外
来
は
患
者
数
・
件
数
が
共
に
増
加
し
、

医
業
収
益
は
予
算
を
達
成
、
介
護
で
は
、
デ
イ
ケ
ア
の
利
用

者
減
少
に
よ
り
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
費
用
は
予
算

超
過
と
な
り
、
2
0
2
5
年
度
の
経
常
利
益
は
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
活
動
は
、
多
彩
な
支
部
活
動
、
学

習
企
画
、
健
康
ま
つ
り
な
ど
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
広
が
り
、

「
愛
と
平
和
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
会
場
い
っ
ぱ
い
の
人
で
、

大
き
な
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。
第
2
号
議
案
（
2
0
2
6

年
度
の
活
動
方
針
・
予
算
）

は
、「
私
た
ち
は
何
の
た
め

に
存
在
す
る
の
か
」
原
点
の

再
確
認
、
第
3
号
議
案
か

ら
第
5
号
議
案
が
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
か
ら
は
、
活
動
報

告
と
提
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
ア
ピ
ー
ル
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
金
沢
医
療
生
活
協
同
組
合

　専
務
理
事

　柴
原

　ひ
ろ
み
）

金
沢
医
療
生
活
協
同
組
合

第
35
回
通
常
総
代
会

２
０
２
６
年
６
月
21
日（
日
）

石
川
県
青
少
年
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

　総
代
定
数
97
名
に
対
し
て
、
本
人
出
席
9
名
、
委
任
状

3
名
、
書
面
に
よ
る
出
席
47
名
の
出
席
総
代
数
59
名
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
山
田
理
事
長
が
、
総
代
へ
本
日
の

通
常
総
代
会
の
出
席
及
び
日
頃
の
事
業
推
進
に
対
す
る
支

援
の
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　令
和
8
年
度
は
、
新

規
事
業
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
日
本
コ
ー
プ
共

済
生
活
協
同
組
合
連
合

会
が
行
う
生
命
共
済
事

業
等
の
一
部
受
託
事
業

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

若
い
世
代
へ
の
普
及
推

進
を
一
層
強
化
し
、
市

民
と
と
も
に
あ
る
共
済

組
合
と
し
て
新
た
に
事

業
の
展
開
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　提
出
さ
れ
た
第
1
号
議
案
か
ら
第
7
号
議
案
は
す
べ
て

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
金
沢
市
民
共
済
生
協

　常
務
理
事

　森
川

　茂
善
）

金
沢
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

令
和
８
年
度
通
常
総
代
会

２
０
２
６
年
６
月
５
日（
金
）

金
沢
市
役
所
　
７
階
　
全
員
協
議
会
室

議場の様子（金沢市民共済生協）

議場の様子（金沢医療生協）

　2
0
2
6
年
7
月
30
日（
木
）に
石
川
県
立
音
楽
堂
邦
楽

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
活
協
同
組

合
第
71
回
通
常
総
代
会
」
お
よ
び
「
こ
く
み
ん
共
済 

coop

中
部
統
括
本
部
石
川
推
進
本
部
第
9
回
組
合
員
代
表

者
会
議
」
を
開
催
し
、
2
0
2
5
年
度
事
業
報
告
お
よ
び

2
0
2
6
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
全
て
の
議
案
が
承
認
・

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　2
0
2
6
年

度
も
ひ
き
つ
づ

き
組
合
員
の
拡

大
、
出
資
増
強

を
は
か
る
こ
と

や
、総
合（
慶
弔
）

共
済
の
ほ
か
、

全
国
労
働
者
共

済
生
活
協
同
組

合
連
合
会
の
各

種
共
済
事
業
に

関
す
る
普
及
宣

伝
を
お
こ
な
う

こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

（
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協

　和
角

　学
）

石
川
県
勤
労
者
共
済
生
活
協
同
組
合

第
71
回
通
常
総
代
会

２
０
２
６
年
７
月
30
日（
木
）

県
立
音
楽
堂
　
邦
楽
ホ
ー
ル

挨拶をする黒谷治夫理事長
（石川県勤労者共済生協）
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県生協連活動日誌
　 私のおススメのスポット★私のおススメのスポット★4

5

6

7

8

●　4月  2日　第5回三役会
●　4月  6日　「はだしのゲンをひろめる会」監査
●　4月  8日　第1回反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会
●　4月15日　消費者支援ネットワークいしかわ第1回理事会
●　4月17日　石川県災害対策ボランティア協議会
●　4月21日　いしかわフードバンク・ネット第1回運営委員会
●　4月24日　役員推薦委員会
●　4月24日　第3回監事会
　　　　　　 
●　5月　1日　第97回石川県統一メーデー
●　5月　6日　第7回理事会
●　5月　8日～20日　消費者月間 消費安全フェアパネル展
●　5月　8日　東海北陸生協県連協議会
●　5月  9日　悪質商法追放キャンペーン
●　5月12日　第1回協同組合間連携会議
●　5月14日　労福協第1回理事会
●　5月14日　関西地連第1回非常用通信機器訓練
●　5月15日　第67回石川県防災総合訓練第1回打ち合わせ会議
●　5月16日　消費者支援ネットワークいしかわ第13回通常総会・
　                第2回理事会
●　5月19日　反核平和おりづる市民のつどい第2回実行委員会
●　5月22日　第1回企画運営委員会
●　5月24日　はだしのゲンをひろめる会第14回総会
●　5月26日　石川県農業活性化協議会 通常総会
●　5月26日　石川県ユニセフ協会第1回理事会
●　5月27日　いしかわフードバンク・ネット第9回通常総会
●　5月28日　第1回広報委員会

●　6月　1日　第25回労働者福祉基金管理委員会
●　6月　3日　第6回三役会
●　6月　4日　消費者支援ネットワーク第1回消費者部会
●　6月　9日　いしかわフードバンク・ネット第2回運営委員会
●　6月11日　いしかわ環境パートナーシップ県民会議理事会
●　6月14日　災害支援プラットフォームいしかわ設立記念フォーラム
●　6月17日　生活協同組合コープいしかわ　第27回通常総代会
●　6月19日　日本生協連第76回通常総会
●　6月22日　生協連第61回通常総会、第１回監事会
●　6月22日　生協連新旧役員歓送迎会
●　6月24日　消費者支援ネットワークいしかわ第３回理事会
●　6月24日　北陸労働金庫第25回通常総会
●　6月25日　労福協第65回通常総会
●　6月26日　第73回いしかわ環境パートナーシップ県民会議総会
●　6月29日　第３回反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会
●　6月30日　石川県・金沢市訪問（ピースデイ来賓ご挨拶・協賛金依頼）

●　7月  7日　第２回協同組合間連携会議
●　7月  8日　第1回理事会
●　7月  8日　石川県防災総合訓練第2回打ち合わせ会議
●　7月  9日　石川県食肉公正取引協議会 会計監査
●　7月14日　第２回企画運営委員会
●　7月14日　石川県食肉公正取引協議会 総会
●　7月21日　臨時広報委員会
●　7月21日　いしかわ食育推進委員会
●　7月23日　関西地連第１回運営委員会
●　7月23日　関西地連第１回県連活動推進会議
●　7月24日　第4回反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会
●　7月29日　いしかわフードバンクネット運営委員会
●　7月30日　第１回食品安全安心対策懇話会

●　8月  3日　第1回三役会
●　8月  4日～17日　ピースデイ2026、平和のパネル展
●　8月17日　パネル展片付け
●　8月21日　関西地連第2回非常用通信機器訓練

　「生協連だより」の編集に関わっては何の問題も無いので、学生の変化に関わるお話に換えたいと思う。　昨年の全国「学生生活実態調査」で、学生1ケ月の書籍代が1,000円を切ったことを背景に、元生協理事の金大図書館長に面談した。館長曰く、学生の生活困窮は否定しないが「学生が知りたいときのAIシフト」増加と「本は買うものではないという新しい常識の広まり。」との仮説を披露された。アルバイト時間の長い学生ほど、読書しない割合が高いとの別データもあり、今後、さらに深めたいと思う。

（金大生協　横川勝巳）

　我が家では「温泉部」を結成し（部員は私と主
人の2名です）温泉巡りを楽しんでいます。疲れが
溜まってきたなぁ…と思う時のリフレッシュ法の
ひとつになっています。思いつくままに出かけら
れる温泉が身近にあることは、北陸に住んでいる
者の特権だと感じます。
そんな温泉部おススメのスポットが「和倉温泉総
湯」です！
　和倉の熱めのお湯は身体を芯から温め、緊張が
和らぐのか肩こりや筋肉痛が軽くなります。また、
塩泉の効果か、荒れた肌がしっとりとするところ
も嬉しいところです♡　そして、お風呂上りには、
近所の能登ミルクさんでジェラートをいただくの
が定番コース！
皆さんもぜひ足を運んでみてください（＊̂ ̂＊）

（生協連　事務局　安部友美）

『和倉温泉総湯』
〒926-0175 石川県七尾市和倉町ワ－6－2


